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豪州初のシックスセンシズがメルボルン郊外のダンデノン丘陵に誕生予定 
 

シックスセンシズ バーナムビーチズは、歴史的邸宅の気品ある佇まいを大切に、未来に向

けたサステナブルなモデルを構築 
 

2022 年 11月 

シックスセンシズのオーストラリア初進出となるシックスセンシズ バーナムビーチズが、メルボルンから約

40 キロ離れたダンデノン丘陵にオープン予定です。同国のアールデコ建築を代表する歴史的建造物の一つ、

1933 年築の旧ニコラス邸が改修され、ホテルとして生まれ変わります。シダ植物が豊かに生い茂る丘陵に 22

ヘクタールの広大な敷地を有する当邸宅は、鎮痛剤「Aspro（アスプロ）」の事業で財を成したニコラス家の

為に、建築家ハリー・ノリスが設計を手がけました。すぐ傍には、当邸宅と同時期に造園された美しい庭園

「アルフレッド・ニコラス記念庭園」があります。 

 

歴史的邸宅の再生  

 
アールデコから派生したストリームラインがモダン様式の 3 階建て旧ニコラス邸は、“新鮮な空気、太陽の

光、壮大な眺望そして融合された建物”というコンセプトを基に設計され、豪華客船を想起させる外観が特

徴的です。英国の森「バーナムビーチズ」に因んで名付けられた敷地は、1991 年にビクトリア州の文化遺産

に登録されました。広大なアルフレッド・ニコラス記念庭園は、現在、ビクトリア州の公的機関であるパー

クスビクトリアが管理しています。 

 
歴史的邸宅をリノベーションして誕生するシックスセンシズ バーナムビーチは、ウェルカムラウンジ、テラ

ス、屋外エリアを備えたレストラン、ライブラリーバー、緑に囲まれた屋上のリラクゼーションエリアなど

を完備し、オープン時の客室数は 43 室を予定しています。内装デザインは、職人技が光る特注品と壁面材が、

現代風にアレンジされ、当時のクラシックな優雅さを表現すると同時に、斬新な装飾や好奇心をそそる要素

も備えます。遊び心にあふれた空間が、アールデコ調の大邸宅で華やかな社交が繰り広げられた古き良き時

代を彷彿させます。 

 

旧邸に 3 棟あるメインウイングの客室は、部屋ごとに異なる間取りが採用され、魅惑的な家具とひねりの効い

た個性的なデザインが、優雅な隠れ家を演出します。本館から離れたエリア「Hilltop Retreat（ヒルトップリト

リート）」に位置する 2 ベッドルームのコテージは、1 ベッドルームのスイートと合わせてご利用いただけ、

郊外の別荘らしい、のどかでラグジュアリーな雰囲気が魅力です。このほか、ホテルのマスタープランには、

ユニークなキャンプ体験を楽しめる上質なグランピング施設の整備も含まれており、宿泊施設は合計 82 室に

なる予定です。 

 

自然豊かな森の中で楽しむユニークな体験 
 

都会の喧騒から離れ、山の霧と高くそびえ立つ木々の木陰の中を通り抜け、丘陵に佇むホテルにたどり着く

と、心地よい鳥のさえずりと森の新鮮な空気がゲストを迎え、おいしい料理、楽しい仲間、グラスに映る暖

炉の火と薪が燃えるパチパチという音と共に、ゆったりとくつろいだ時間を満喫していただけます。広大な
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農園から届く新鮮な野菜や果物は、レストランの料理に (山の新鮮な空気が健康的な食欲を促します)、ハーブ園

から届く香り豊かな香草や薬草は、アルケミーバーのワークショップやシックスセンシズ スパのトリートメ

ントで使用されます。 

 

また、豊かな自然を舞台にした特別な遊び体験や宿泊体験も魅力の一つです。Grow With Six Senses（自然の

中で学ぶ情操教育プログラムを提供するキッズクラブ）の一部として計画されている遊び場では、子供たちが実際

に様々な自然物の感触を確かめたり、インタラクティブな学び体験を通じて、楽しみながら自然とのつなが

りを深めることが出来ます。年齢を問わずお楽しみいただけるプレミアムなグランピングは、周辺の自然と

溶け込み、移設や撤去が容易な環境に優しい宿泊施設です。ゲストは、ホテルの客室の替わりにグランピン

グ施設で宿泊していただくことも可能です。敷地内には、おとぎの世界のような大草原、樹木園、岩場、茂

み、雑木林、林間の空き地やくぼみ、トリュフ園、湿地、原生林など、リラックスしたり、好奇心の赴くま

まに散策していただける大自然が広がっています。 
 

再生を促すエスケープ 
 

シックスセンシズスパは、豊かな緑に囲まれたホテルの地下に位置し、ウェルカムラウンジ、ブティック、

ティーラウンジ、トリートメントルーム、ジム、ハイドロセラピーエリア、サウナ、リラクゼーションエリ

アを完備しています。美しい庭園を見渡せる素晴らしい眺望と共に、シンプルな内装とナチュラルカラーの

色調でまとめられたスパエリアは、上品さと柔らかさを兼ね備えた空間です。独立したプールハウス複合施

設には、リジェネラティブ（より良い状態へと再生すること）を目指す再開発プロジェクトのビジョンに基づき、

地元コミュニティへの貢献と生態系を守る活動拠点としてアースラボも設置されます。 

 

シックスセンシズ ホテル リゾート スパグループの CEO のニール・ジェイコブスは、「シックスセンシズ 

バーナムビーチズは、リジェネラティブなホテルとして運営して参ります。豊かな伝統に新しい命を吹き込

むことにより、美食、ウェルネス、サステナビリティに関するインタラクティブな体験を通じて、探検、発

見、自然とのつながり、そして喜びを感じていただける滞在をご提供します。」と、述べています。 

 

2021 年の前半にバーナムビーチズの取得を発表した Trenerry Consortium（トレネリー・コンソーシアム）は、

不動産開発業界をリードする企業で構成されたプロジェクトチームを編成しました。Trenerry Property（トレ

ネリー・プロパティ）がプロジェクト全体の統括、Woods Bagot（ウッズ・バゴット）が設計の統括、オーストラ

リアの有名な建設会社 Hamilton Marino（ハミルトン・マリノ）が改修と建築、Oculus（オキュラス）が景観設

計を担当しています。そして、アルフレッド・ニコラスのひ孫にあたるソフィー・パターソン氏が、地域連

携コンサルタントを務めています。パターソン氏は、「私たち家族は、家族が愛してきたバーナムビーチズ

の家が再生される本計画に心ときめいています。この家は長い期間使用されずにいましたが、利活用される

べき歴史と美しさを備えており、シックスセンシズが新しい管理者として参画することを大変喜ばしく思い

ます。」と、述べています。 

 

ビレッジスクウェア 

 

トレネリー・コンソーシアムのマスタープランには、「Village Square（ビレッジスクウェア）」が含まれてい

ます。ビレッジスクエアには、ニコラス家の自給自足を体現する施設が集積し、活気あふれる拠点となって

います。The Hearth（ザ・ハース）、The Barn（ザ・バーン）、Steak House（ステーキハウス）、The Baker

（ザ・ベーカー）、Brew House（ブルー・ハウス）、Providore（プロビドール）と名付けられた素朴な魅力を持

つ施設にゲストと地元の人々が集まり、当地の恵みと豊かさを楽しめます。 
 

バーナムビーチズとシャーブルックの森、そしてニコラス庭園は、敷地内に設けられた散歩道でつながって

います。ゲストは、敷地内のアート、建築、看板、景観を通じて、歴史、文化、生態系、そして先住民族に

関するストーリーを学び、バーナムビーチズはもちろん、先住民族のウルンジェリ族とクリン族ついても見

識を深めることが出来ます。 

 

トレネリーのディレクターを務めるロバート・ディシンティオ氏は、「私たちは、長く待ち望まれた当地の

活性化に情熱を注ぐワールドクラスの専門家チームを編成することが出来ました。計画の進行に合わせて、
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地元コミュニティ、協議会、ヘリテージビクトリア、パークスビクトリアの考えに耳を傾け、一緒に開発を

進めていくことが、コンソーシアムが重要する戦略です。」と、述べています。 

 

ウッズ・バゴット建築事務所のプリンシパルアーキテクト（設計統括部長）であり、地元住民でもあるブロン

ウィン・マッコール氏は、ダンデノン丘陵に根付く精神と建築家ハリー・ノリスのビジョンを称えたデザイ

ンの方向性について、次のように述べています。「一流のプロジェクトとデザインチームは、バーナムビー

チズの美しさを蘇らせることを委託されています。設計、プログラミング、施工は、バーナムビーチズの歴

史的、社会的、生態学的な特性とスタイルから影響を受けるだけでなく、地元コミュニティからのフィード

バックにも対応します。」 

 

シックスセンシズ バーナムビーチズは、全てのステークホルダー（利害関係者）の支持の基、2025 年半ばにオ

ープン予定です。 
 
 

 
シックスセンシズが、歴史的邸宅の再生と、当時の自給自足のアプローチを反映した素朴な魅力にあふれた

施設が集積したエリアを含むマスタープランのオペレーションを担当します。高解像度の画像はこちら 

 

About Six Senses 

Six Senses: 現在 17 ヶ国、20 軒のリゾートとホテルを運営しています。このほか、34 軒の開発プロジェクト

も進行中です。IHG Hotels & Resorts ファミリーの一員であるシックスセンシズは、地域コミュニティとの共

生、サステナビリティ、エモーショナル・ホスピタリティ、ウェルネス、独創性にあふれた特別な体験に対

する徹底したコミットメントで、世界をリードしています。極上の離島リゾート、山岳リトリート、アーバ

ンホテルなど、いずれのプロパティにおいても、旅の真の目的を感じることが出来き、ゲスト自身や周囲の

人々、ゲストを取り巻く世界とのつながりを深めることができるよう、感覚を呼び覚ますことをビジョンと

しています。 

 

Six Senses Residences: オーナーの個性が反映された快適なプライベートヴィラやアパートメントで、シック

スセンシズならではのリゾートライフをお楽しみいただけます。世界中のリゾートでの特別なステータスを

含む多彩な特典が付いたレジデンスは、何世代にもわたり価値が高まっていく長期的な投資です。 

 

Six Senses Spas: 全てのシックスセンシズのリゾートとホテルに併設されているほか、独立型のスパも展開し

ています。感性と感覚を大切にしたローテクな要素と、ハイテクな技術の両方を兼ね備え、ホリスティック

ウェルネス、統合医療、健康長寿のためのメニューを幅広く提供しています。 

 （2022 年 9 月末現在） 

 

リゾートの予約： 0120-677-651（IHG 内） 

メディア関連の問い合わせ： ケントス・ネットワーク 03-3403-5328 / info@kentosnetwork.co.jp 

https://newslettersubscription.sixsenses.com/campaignsvc/getlink.aspx?ser-cpgid=cb6deef0-a611-4830-83a9-74631a474fc1&ser-linkid=92c0d9da-b1ae-48f6-bf93-1bcc59489cc3
mailto:info@kentosnetwork.co.jp

